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政治的激動の時代①



立ち上がった韓国民衆
ロウソク革命と朴槿恵政権の退陣



文在寅大統領の誕生





南北首脳会談と板門店宣言

 南北首脳が、完全な非核化を通し
て核のない朝鮮半島を実現すると
いう共通目標を確認

 年内に朝鮮戦争の終結宣言をし、
休戦協定を平和協定に転換するた
めの会談を推進

 北朝鮮・開城に南北共同連絡事務
所を開設

 両首脳が定期的な会談、直接電話
で議論

 敵対行為を全面的に禁止



2018年6月12日
歴史的な米朝首脳会談の実現



「北朝鮮の脅威」を理由に
日米同盟の強化と改憲を煽ってきたが



オカシオ・コルテスさん（27歳）
史上最年少で下院議員に当選



沖縄県知事選挙
オール沖縄・玉城デニーさん圧勝

 翁長さんの得
票数・得票率
を上回る39
万6632票、
55.1％を獲
得。

 8万票の大差
で、自公維の
争点隠しと総
力を挙げた組
織戦に打ち破
る。



政治的激動の時代②
 市場原理主義とグローバル化の行
きついた先は…

 貧困と格差の恐るべき拡大

◼ アメリカでは上位1％の資産が
下位90％の資産を超える

◼ 日本でも上位40人の資産が下
位50％の資産を超える

◼ 中間層の没落と崩壊

◼ 不寛容とポピュリズム

◼ “俺たちは99％だ！”のリアリテ
ィーも高まる





政治的激動の時代③
 没落と崩壊の危機に直面した中
間層の痙攣
◼ 移民、民族的マイノリティ、宗教的少数者、

性的マイノリティ、障がい者など弱者に責
任を転嫁

◼ エリート、官僚、公務員、学者も標的に

◼ 叩けさえすれば、敵は誰でもよい

◼ 憎悪と排斥―へイト・クライム

◼ 人権、「個人の尊厳」を建前として否定―本
音で語るリーダーを待望

 ポピュリストの跋扈
◼ トランプ、ル・ペン、橋下、安倍



政治的激動の時代④
 たとえば…維新の本質を曝
け出して見せた長谷川豊

 衆院千葉1区に維新から出
馬⇒落選。比例も落選

 「自業自得の人工透析患者
なんて、全員実費負担にさ
せよ！無理だと泣くならその
まま殺せ！今のシステムは
日本を亡ぼすだけだ！」

 弱者への剥き出しの憎悪





ポスト真実の時代①
 「世論を形成する際に、客観的な事実より

も、むしろ感情や個人的信条へのアピール
の方がより影響力があるような状況」（オッ
クスフォード英語辞典）

⇒Word of the Year,2016

 「事実がもはや重要ではなく、『どうでもよく
なった』状況」「真実は死んだ。事実なんて
時代遅れ。重要なのは個々の感情であり、
自分が世の中をどう思うかだ」(ジャーナリ
スト/森田浩之)

 民主主義の根幹である熟議の前提
としての事実・真実という価値基準
の崩壊



ポスト真実の時代②
 不寛容なポピュリストに共通した真実・事
実への態度

 自らは「空気のようにウソをつく」

◼ トランプ/橋下維新/安倍・菅官邸/ル
ペン

◼ ブレグジットにおけるボリス・ジョンソ
ン/ファラージ独立党党首

 不都合な事実にはウソ呼ばわり

◼ フェイク・ニュース/「怪文書」

 安倍・菅官邸政治は典型的なポスト真実
◼ 南スーダン日報問題／森友問題／加計問題



たとえば…
北朝鮮のミサイルはアメリカ本土へ①

 ちなみに、北朝鮮から
アメリカ本土を狙ったミ
サイルは、まったく日
本上空を飛ばない。

【注意】
こんなメ
ルカトル
図法の地
図を使っ
た解説は
真っ赤な
ウソです。



たとえば…
北朝鮮のミサイルはアメリカ本土へ②

 ロシアのはるか上空＝宇
宙空間を飛んでアメリカ本
土に到達する大陸間弾道
ミサイル（ICBM）に、日本
のミサイル防衛態勢はま
ったく無関係。まったく意
味をなさない。

 防衛予算増額の口実？

 国民の間に危機感を煽る
ためのフェイク？



政治的激動の時代⑤
 99％の側の反撃

◼ オキュパイ運動とバーニー・
サンダース候補の健闘

◼ イギリス労働党コービン党首
の再選。総選挙での接戦

◼ スペイン・ポデモスなど新たな
民主的政党の台頭

◼ オーストリア大統領選での中
道左派候補の勝利

 キーワードは「真実」「寛容」



政治的激動の時代⑥
 「野党は共闘！」を迫る市民社会



政治的激動の時代⑦
 安倍暴走政権の「戦争する国づくり」に抗して

◼ 立憲主義・民主主義・平和主義・個人の尊厳

◼ SEALDs、ママの会など市民連合の声に応えて

◼ 「市民と野党との共闘」と野党統一候補

 野党連合政権の展望の下に



改憲の野望断ち難く

 そのためにも憲法審査会に各党が案を持ち寄り、建設的
な議論をしていくことが必要であると考えています。私たち
の案を具体的にとりまとめ、できるだけ多くの方々に賛成し
ていただくように汗を流していきたい。

 憲法改正は国
民投票で決ま
るわけですか
ら、国民の皆
さまの理解が
深まっていくこ
とが大切。



2017年5月3日70年目の憲法記念日
安倍首相からの挑戦状①

 70回目の憲法記念日に安倍
首相からの挑戦状

 読売新聞の単独インタビュー
と日本会議系団体へのビデ
オメッセージ

 2020年までに改憲。新憲法
施行目指す。

 9条に第3項。自衛隊を明記

 高等教育の無償化



2017年5月3日70年目の憲法記念日
安倍首相からの挑戦状②

 憲法9条1項（戦争放棄）、2項（戦力放棄）を
残したまま、3項に自衛隊を明記

 戦争法（＝安全保障法制）で、自衛隊が海外
で武力行使可能な戦力になってしまっている
以上、3項への自衛隊明記により、2項（戦力
放棄）は完全に死文化

 第3項の記述次第では、戦争法（＝安全保障
法制）を踏み越えて、戦争できる国へ

 「改憲」ではなく明らかな「壊憲」へ





集団的自衛権の本質は
「自国防衛」ではなく「他国防衛」①

 集団的自衛権の発動とは、武力攻
撃を受けた外国を守るために、自
国の軍隊を海外に派遣し、武力攻
撃を仕掛けた相手と交戦すること

 集団的自衛権行使を容認すれば、
自衛隊は「海外で戦争する軍隊」に

 戦争放棄と戦力不保持を定めた日
本国憲法第9条とは、いかなる解
釈によっても相容れない



集団的自衛権の本質は
「自国防衛」ではなく「他国防衛」②

 アフガニスタン戦争で、ＮＡＴＯ（北
大西洋条約機構）諸国は集団的
自衛権の発動として、兵站（後方
支援）活動を展開

 21か国、1031人が犠牲に

 たとえ兵站（後方支援）活動であ
っても、自衛隊に犠牲者が…

 自衛隊への志願者が確保できな
くなれば、徴兵制の検討も…







戦争に必要なヒトとカネをどう確
保するか？

 実際に戦死者がでても、自衛隊員のなり手を
確保できるか？

 まずは…経済的徴兵制

◼ 奨学金や学費免除と引き換えに自衛隊入隊を

◼ そのためにも格差と貧困を一層拡大する必要

◼ 船員、建設従事者、医療従事者などの徴用

 軍事費を確保するために

◼ 消費税の一層の増税―17％？25％？

◼ 福祉・教育・医療の一層の切り捨て



戦争反対の国民世論をどう抑え
込むか？

 特定秘密保護法（2014
年施行）、共謀罪（2017

年施行）は何のために強
行されたのか？

 安倍政権の下でのメディ
アへの露骨な懐柔と干渉
は何をもたらすのか？

 ネトウヨによる攻撃と炎上

 モノ言えぬ社会への道



安倍首相は改憲へのワンチャンスを
活かせるか？①

 タイムリミットは次回参院選
（2019年7月）までの75日

改憲ラインは85

初めての改憲。慎重に取り
組めば時間切れに？

時間がないからと焦って、
安倍流で乱暴に取り組めば
失敗する？



改憲勢力は
参議院の２/３を確保したが…

 改憲勢力

自 民 56 66 122

公 明 14 11 25

維 新 7 5 12

こころ 0 3 3

無所属 0 4 4

計 ７７ 89 166

 改憲発議に必要な2/3＝
162を改憲4党で超える



32の1人区すべてで野党統一候補



改憲勢力が89→77と12減！
 安倍自公政権とメディアによる徹底した
改憲隠しにも関わらず、改憲勢力は前
回89から77へ12減

 32の1人区における野党統一候補が
11勝21敗と健闘した結果

 3年後の2019年参議院議員選挙で、
改憲勢力が引き続き2/3を確保するの
は至難の技（次回の改憲ラインは85）

 せっかく確保した参議院での2/3だが、
タイムリミットは3年間

 安倍首相はワンチャンスを活かせるか



2005年衆院選から2016年参院
選までの国政選挙の投票動向

 2016参院選：投票率 54.70％←52.61％（前回2013）
◼ 10代の増加分を除けば、前回参院選より380万票程の増に止まる

◼ 今回も「風」は吹かず、止まったまま

◼ 2000万の大量棄権層の大半は、今回も棄権に止まった

 衆参比例区での得票の推移
自民 2011←1766←1846←1662←1407←1881←1654←2589

公明 757 ←731 ←757← 712 ←764 ←805← 777 ←898

維新 513 ←838← 636←1226

民進 1175 ←978 ←713 ←963←1845←2984←2325←2104

共産 602 ←606 ←515 ←368 ←356 ←494← 441 ←491

 自民の増加分は旧次世代・旧維新からの出戻り？



空中戦から組織選・陣地戦へ
 「日本型ポピュリズム」の最終的敗北

◼ 大衆の不安・不満を煽り、敵を叩いて喝采を集
め、マッチョなリーダーへの白紙委任を迫るポピ
ュリズム的政治手法

◼ 「小泉構造改革」「政権交代」「ハシズム」をもた
らしたポピュリズム的政治手法の限界

◼ 「風」に煽られ、「構造改革」や「政権交代」に期
待を裏切られ、ハシズムにも愛想つかした
1000～2000万の大量棄権層の登場

 「風」には煽られず、行き場を失った大量棄
権層に、対面的な政治対話を通して強固な
支持を広げる組織戦・陣地戦の時代へ



野党統一候補は11勝21敗①



野党統一候補は11勝21敗②



2017年衆院選の比例得票数

2016参院選

自民 2011

公明 757

（2768）

維新 ↓513

民進 1175

共産 602

（1775）

2017衆院選

自民 1856

公明 698

（2554）

維新 ↓339

希望 968

立民 1108

共産 440

（1548）

2014衆院選

自民 1766

公明 731

（2497）

維新 838

民主 978

共産 606

（1584）2516



野党3党の比例票と候補者一本化され
た候補の小選挙区得票を比べると…

 裏切らせ効果は健在…



新潟のように闘えば…
 ６選挙区の内、５選挙区で野
党候補が一本化

 投票率は62.56％（前回
52.71％）から10％上昇

 １区、2区、3区、4区で野党
候補が当選。5区は元知事
に10,000票差、6区は
2000票差に肉薄。

 新潟の経験を全国に…



安倍政治との闘いは最終段階へ

 安倍政治との改憲をめぐる全面的な
対決が始まる

 タイムリミットは3年間―次回参院選
で2/3確保は至難の技

 安倍晋三は、このワンチャンスを活
かすために必死の覚悟で攻め込ん
でくる

 参院選（7月21日）まで残り75日

 参院選・国民投票の同日選を行うな
ら…60日前までに発議が必要

 国会発議まで残り15日



「いまの憲法を変える必要ない」は
国民の多数派

 最後の勝負は国民投票で決まる！



9条明文改憲に慎重な自民党員

 2015年11月、自民党結成60年に際しての朝日
新聞の自民党員・党友対象の調査によれば…



嘘つき安倍政権の下での改憲
「反対」は58％、賛成は30％

 朝日新聞（２018年5月1日）の憲法について
の世論調査（郵送調査）

 安倍政権のもとで憲法改正を実現することに

◼ 「反対」は５８％（昨年調査では５０％）

◼ 「賛成」は３０％（同３８％）

 ９条１項、２項を維持して自衛隊の存在を明記
する改正案に

◼ 「反対」は５３％

◼ 「賛成」は３９％



データ捏造、決裁文書改竄、イラク日
報隠蔽、毎月勤労統計不正…



新元号・新紙幣で時代の変化
という雰囲気を演出

「令和」の時代に相応しい憲法？



日露領土交渉の頓挫
 ２島返還＋αで6月大
筋合意を目論んだが…

 7月参院選の目玉にな
るはずが…

歴史認識や主権をめぐ
る認識の隔たりが大き
く具体的交渉に入れず

長期化は確実に



日朝交渉のきっかけもつかめず

 拉致問題は「まさに正念
場」

 「日本の主体的な取り組
みを進めていく」

 安倍首相と金正恩委員長
との直接対話に意欲

 米朝首脳会談の不調で頓
挫



側近・萩生田の暴走
 10月消費増税延期を示唆

 7月日銀短観が悪化すれば…

◼ 消費増税ができる経済環境に
ない

◼ アベノミクスの失敗を自己暴露

 令和になったら「ワイルドな憲
法審査」を

◼ 今通常国会で憲法審査会は一
度も開かれていない

◼ 今後の開催の目処も立たなくな
った

◼ 今国会での改憲発議は…



憲法改正賛同1000万署名
4年間かけて目標達成

 2018年3月14日に1000万人達成を発表



安倍9条改憲NO!
全国市民アクション
 2018年5月に向け、3000万署名を提唱

 2018年5月3日の到達 1350万→1800万


